
　昨今は、「地球環境」あるいは「生態系」の見地から、私達

人類が発明した色々な物の様々な問題点がクローズアップさ

れている。�

　現在、九つの地球環境問題が世界の共通課題となり、それ

らの解決に向けての取り組みが始まったところである。問題の

一番にあがっているのがオゾン層破壊である。二番目が地球

の温暖化、三番目が酸性雨、四番目が熱帯雨林の減少、五番

目が野性生物種の減少、六番目が砂漠化、七番目が海洋汚染、

八番目が有害廃棄物の越境移動、そして最後の九番目が開

発途上国の公害問題である。文字通り人間を含めた生態系

全体にわたっての警告である。私達はこれらの課題を十分に

認識した上で、今日の科学技術をベースにして、例えば、企業

活動を進めている。それに対して、時には、「反技術」なる言葉

さえも出てくることがある。しかしながら、何としてでも、科学技

術をもって、これらの問題の解決に向けて、早急に対処しなけ

ればならない。�

　かつて産業革命の華やかな頃もそうであったが、１８世紀半

ばのイギリスは文字通りパックス・ブルタニカの言葉通り、その

繁栄を謳歌していた。当時は石炭を燃料とした動力を用いる

ので、これまでの水力と違い、いたる所煙突だらけで、俗に煙突

産業と呼ばれていた。多くの排気ガスが大気中に放出された。

同時に、大量のススが発生し、煙突の中にたまった。この煙突

の中のススを取り除く掃除人を多数必要とした。この仕事は

大変に危険で、かつ苛酷な労働であった。そんな訳で、スラム

街に住む１２、３才の少年達の仕事となった。少年の中に、エン

トツ癌という職業癌が多発した。１７７０年代にイギリスで初めて

癌という病気が発見されたのである。煙突掃除人は「のぼり屋」

と呼ばれ、太い煙突に入り、中の階段をのぼりながらススを落と

す。その際、下着の中に多量のススが入り込み、股の部分に

多くのススがたまり、そのススを洗い落とすことも無かったので、

陰のうに癌が発生したのである。その癌細胞は増殖し、青年

期に達すると、なすすべもなく死んでいった。そしてその原因究

明が続けられ、この陰のう癌がススに原因があることが突き止

められた。今で言う発癌性の化学物質であるベンツピレンがス

スの中に含まれていたのである。�

　このように、イギリスの産業革命の真っ只中にエントツ癌と

いう職業病が多発し、その原因究明と治療方法が研究された。

これは化学物質の発癌性の問題を提示した歴史的な研究で

あったと言える。いずれにしても、この例からわかることは、私達

の日常活動の中に、これ迄の科学技術を越えた予期せざるこ

とが何時起きても不思議ではないと言うことである。�

　次の例として、オゾン層破壊や地球温暖化の原因とされる

フロンを取り上げ、話を進めてみる。�

　フロンの開発を歴史的に遡っていくと、１９００年代初頭の自

動車産業の勃興期に関連する。有名なヘンリー・フォードがＴ

型フォードの開発に成功し１９０８年その第１号車を発売した。

その時の謳い文句が「安くて、丈夫で、便利な自動車」であっ

た。当時あの広大なアメリカ合衆国の一人旅では、一日せい

ぜい５０マイルの行程が限度であった。「それでは不便である。

誰もが買える安価な自動車を作って、一日の旅の行動距離を

はるかに伸ばし、もっともっと文明や文化を発展させよう。」とい

う想いで、ヘンリー・フォードは自動車の大量生産に取り組み

大成功となった。歴史的に見ても、いわゆる大企業の始まりは

米国デトロイトに出来たフォード自動車会社ではないかと想う。

あっという間に、従業員の数が数十万人に達し、その関連会

社の人達を合わせると数百万人の雇用が創出された。そのヘ

ンリー・フォードが自動車を売り出して、ちょうど２０年弱で累計

販売台数がなんと１５００万台に達した。人間はオギャーと生ま

れて、２０年で成人を迎えるが、それよりもはるかに早く大きな企

業に成長したのである。それまでは、一つの仕事に１００人が群

がっていたのが、一人に１００の仕事が押し寄せる関係を作り

出したのがヘンリー・フォードである。そういう意味では、今日の

資本主義の基盤を築いた企業家の一人であり、大企業とサラ

リーマンをこの地上に生み出した最初の人でもある。この自動

車はアメリカ合衆国のステータスシンボルになり、文字通り大

きな発展の原動力となった。�
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　そのような中で、自動車には冷暖房機が必要不可欠な装備

品となっていった。当時の代表的な冷房用の冷媒はアンモニ

アガスであった。このアンモニア冷媒を用いたカークーラーが

大衆車にも採用され始めたのが１９２０年代の後半である。しか

し、アンモニアは危険性が高く、漏れて引火することに加え、有

臭でかつ人体にも有害であった。かかる問題から、アンモニア

に替わる冷媒の開発が強く要請されていった。�

　当時フォード社と共に成長し、高級車を主体に製造・販売を

展開していた自動車会社、ゼネラルモータース社があった。こ

こには、かの有名なチャーリー・ケタリング中央研究所々長が

いた。彼はフォードと並んだ自動車の神様であり、自動車のスタ
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ーから高圧縮自動車エンジンまで、信じられないほど

多くの発明や開発を行い、自動車をもっとも信頼性

の高い機械に変えた人物である。彼の開発のスピリ

ットはプロフェッショナルアマチュアである。つまり、「初

めて手掛ける仕事に付いては、あくまでもアマチュア

であるが、そのためには多くの困難を乗り越えなけれ

ばならぬことをよく承知しているという意味でプロフェ

ッショナルである。・・・・・」と「ケタリングの伝記」の

著者、Ｔ．Ａ．ボイドが端的にまとめている。彼のもとで、

多くの技術者が育っていった。�

　その中の一人、後に有名になる科学者トーマス・

ジュニア・ミッジレイも数々の大発明を成し遂

げた。彼はケタリングと共に、当時破壊的な

エンジン・ノックが自動車の最大課題の一

つであったが、アンチノック剤である４－エ

チル鉛を発明した。この鉛を含むガソリン

の開発により、今日の高圧縮自動車エンジンの設計が実現し

た。しかし、１９７０年代に入り、鉛公害の元凶とされ、今では無

鉛ガソリンに対応できるまでになった。この話はともかくとして、

ミッジレイはその開発が終わって実用化されるやいなや、ケタリ

ングから新しい開発テーマ「アンモニアに替わる冷媒の開発」

の担当を命ぜられた。そのターゲットは「燃えない」、「人体に

無害である」、「無味無臭である」などが特徴である冷媒で、し

かも半年以内にその目途をつけねばならなかった。当時ドイツ

はいわゆる合成化学が非常に進んでおり、ドイツから手に入れ

た色々なデータベースを眺めながら、彼はわずか一週間ぐらい

で一種のヒントにたどり着いた。�

　その後、彼は私達が今フロンと呼んでいる新しい冷媒の開

発に成功した。元々の商品名は「フレオン」で、デュポン社の

商標である。とにかく、モルモットによる生体実験や不燃性等

の確認を経て、開発をスタートしてちょうど３年目の１９３１年に、

米国化学々会にて、新冷媒を発表した。当時の記録によると、

実物を持ち込んでの発表で、彼はその冷媒ガスを詰めたボン

ベからガスを出し、自ら吸い込み、全く人体に無害であると、又

キャンドルライトの炎に当て、燃えないことを証明するというドラ

マチックな発表を行ったようである。そこに居合せたデュポン社

の研究者グループはその結果を会社に持ち帰り、検討した。や

がて、デュポン社とゼネラルモータース社の合弁会社アメリカ

ンケミカルズインクスが１９３１年８月に設立された。その資本比

率はデュポン社が５１％、ゼネラルモータース社が４９％で、そし

てその年の年末までに現在知られている２３種類のフロンが合

成された。これらの物理・化学性質が広範にしかも詳細に、極

めて多くの専門家を動員して調べられ、もうこれ以上安定な材

料はないという太鼓判が押された。その結果、冷媒だけでなく、

スプレーから洗浄まで広く用いられ、莫大な利益をもたらした材

料である。�

　ところが、１９７４年に、カリフォルニア大学のローランド博士

とモリナ博士が、オゾン層がフロンガスによって破壊される可

能性を指摘した。彼らによれば、これまで使われた約６０００万ト

ンのフロンが、非常に安定な材料であるがために、空気中では

分解せず、そのためどんどんと空気

の上昇気流に乗って、上空２０kｍか

ら４０kｍの成層圏内のオゾン層近く

まで到着する。ここで強力な太陽光

線を受けて、光化学反応が起こる。

フロンガスでは、例えば、その塩素１

個で、１０，０００個のオゾンを酸素に

分解する。オゾン層は生物に有害な

紫外線を吸収するたいへん大切な

もので、フロンの使用は早急に禁止

すべきであるとの警告を発したので

ある。しかし、彼等の論理的予測だ

けの段階では、国際的な規制措置を

とることが難しかった。�

　その後、１９８５年になり、イギリス

の南極基地観測隊がオゾンホール

を観測した。しかも太陽からの強力な紫外線が地上に降り注ぐ

ことも発見した。ここで、ローランドとモリナによる理論が文字

通り現実のものとなった。これを受けて、１９８７年のモントリオー

ルの議定書によって具体的なフロン規制のプランが立てられ

たのである。�

　ローランドとモリナはフロンガスによるオゾン層破壊を最初に

指摘した功績で、１９８９年に日本国際賞、１９９５年度のノーベ

ル化学賞をそれぞれ受賞している。�

　このように、フロンでも、予期せざることが起きたのである。と

ても信じられないようなことが、大気圏の果て、成層圏近くでの

現象である。�

　この予期せざることが私達の技術活動の中に数多く存在し

ている。私達はこれ迄の科学技術の流れの中で「自然を征服

する」という観点を無意識のうちに身につけて、行動してきたの

ではないかと考える。ここにきてやっと「自然から学ぶ」あるい

は「自然と調和する」という本来の姿勢が極めて重要であるこ

とを知るに至った。これは２０世紀のもう一つの文化であり、何

としてでも２１世紀の中心の文化として継承していかねばならな

い。�

　次回は、情報化社会において、私達が目指すべきものにつ

いて述べてみる。�
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